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◇

「
原
爆
文
学
」
再
読
６

―
吉
本
隆
明
『
「
反
核
」
異
論
』

吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』
再
読
の
た
め
に

坂

口

博

は
じ
め
に

吉
本
隆
明
は
『
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
論
』
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

原
爆
文
学
と
か
ベ
ト
ナ
ム
文
学
と
か
部
落
文
学
と
か
身
障
者
文
学
な

ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
世
界
と
し
て
み
れ
ば
た
だ
文
学
が
あ

る
だ
け
だ
。
そ
し
て
文
学
は
表
出
と
し
て
み
る
か
ぎ
り
は
、
た
だ
関
心

の
〈
強
度
〉
が
択
ば
れ
る
な
か
で
主
題
が
き
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

〔
中
略
〕

だ
が
現
に
原
爆
文
学
と
い
う
現
実
倫
理
（
中
野
孝
次
は
…
…
〔
中
略
〕
）

は
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
文
学
と
い
う
現
実
倫
理
の
主
張
（
小

田
実
）
も
、
部
落
文
学
と
い
う
現
実
倫
理
の
主
張
（
土
方
鉄
）
も
現
在

ま
で
に
存
在
し
た
。
も
ち
ろ
ん
か
れ
ら
は
原
爆
文
学
と
か
ベ
ト
ナ
ム
文

学
と
か
部
落
文
学
と
か
い
う
文
学
が
存
在
す
る
と
錯
誤
す
る
こ
と
で
、

ほ
ん
と
う
は
そ
う
い
う
現
実
倫
理
の
存
在
可
能
性
を
い
い
た
か
っ
た
の

だ
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
原
爆
映
画
、
原
爆
絵
画
と
い
う
も
の
に
ま
で

拡
張
し
て
も
よ
い
。（
「
世
界
論
」『
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
論
』
福
武
書
店
、

・
84

→
福
武
文
庫
版
、

・

、

―

頁
）

7

88

5

80

81

「
た
だ
文
学
が
あ
る
だ
け
」
と
い
う
正
論
は
首
肯
で
き
よ
う
。「
原
爆
文
学
」

と
名
乗
っ
た
研
究
会
に
参
加
し
、
「
原
爆
文
学
研
究
」
と
い
う
雑
誌
刊
行
に

関
わ
っ
て
き
て
も
、
「
原
爆
／
文
学
／
研
究
」
と
常
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
意
識

し
て
き
た
。
実
体
と
し
て
先
験
的
に
「
原
爆
文
学
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
吉
本
の
批
判
は
、
も
う
少
し
先
へ
行
く
。
「
原
爆
文
学
と
い
う
現

実
倫
理
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
「
作
品
の
生
ま
な
ま
し
い
存
在
感
だ
と

信
じ
ら
れ
た
も
の
が
、
じ
つ
は
事
実
の
生
ま
な
ま
し
さ
だ
と
い
う
錯
覚
が
表

出
の
内
部
で
成
り
立
て
ば
成
り
立
つ
ほ
ど
、
現
実
倫
理
の
主
張
は
強
力
に
感

じ
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
逆
説
す
ら
成
り
立
つ
よ
う
に
な
る
。
わ
た
し
た
ち
は

こ
の
と
き
世
界
の
壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
壁
こ
そ
が
重
大
な
倫
理

の
壁
」
で
、
「
こ
の
壁
は
理
念
と
現
実
と
が
逆
立
ち
し
て
し
ま
う
境
界
で
あ

り
、
世
界
（
と
い
う
概
念
）
を
把
握
す
る
ば
あ
い
に
不
可
避
的
に
み
え
て
く
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る
差
異
線
」（
ゴ
チ
は
原
文
ど
お
り
）
と
い
う
。

さ
ら
に
続
く
「
差
異
論
」
で
は
、
「
現
代
の
世
界
の
科
学
的
神
学
が
消
滅

す
る
過
程
に
立
ち
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
の
周
辺
に
差

異
線
が
探
索
さ
れ
る
。
〈
科
学
的
〉
と
〈
信
〉
と
の
二
重
の
規
範
に
囲
ま
れ

た
明
る
い
空
虚
な
桎
梏
の
お
ぞ
ま
し
さ
と
不
快
さ
は
、
お
ぞ
ま
し
い
も
の
の

お
ぞ
ま
し
さ
や
、
不
快
な
も
の
の
不
快
さ
と
、
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
ひ
ど
い
も
の
だ
」
と
、
「
科
学
的
神
学
」
＝
科
学
的
社
会
主
義
＝
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
＝
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
へ
の
批
判
の
上
に
、
「
〈
科
学
的
〉

と
い
う
こ
と
と
〈
信
〉
と
は
同
時
に
二
重
に
否
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
だ
け
差
異
線
が
引
か
れ
る
か
ら
だ
」
と
断
言
さ
れ
る
。

吉
本
の
言
説
の
精
確
な
理
解
は
、
や
は
り
難
し
い
。
詩
人
的
直
観
の
言
葉

が
、
論
理
的
展
開
を
超
え
て
い
く
。〈
科
学
的
〉
や
〈
信
〉
も
、
単
な
る
「
科

学
的
」
や
「
信
」
と
い
か
に
違
う
の
か
。
こ
こ
に
拘
泥
し
て
い
て
も
、
な
か

な
か
視
野
は
開
け
な
い
。
た
だ
、
難
解
な
語
句
を
く
だ
い
て
言
え
ば
、
「
現

実
倫
理
」
と
は
、
水
戸
黄
門
で
の
「
印
籠
」
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の

「
原
爆
文
学
」
が
目
に
入
ら
ぬ
か
と
、
啖
呵
を
切
り
、
恫
喝
を
加
え
る
こ
と

へ
の
嫌
悪
感
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
そ
れ
は
文
学
の
頽
廃
で
あ
る
。

一
、
再
読
に
あ
た
っ
て

―
一
九
八
二
年
を
境
界
線
に

再
読
に
あ
た
っ
て
の
趣
旨
文
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

吉
本
隆
明
（
１
９
２
４
～
２
０
１
２
）
の
没
後
、
『
「
反
原
発
」
異
論
』

（
論
創
社
、

・

）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

15

1

吉
本
の
核
に
関
す
る
発
言
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
紋
を
も
た
ら
し
た
。
か

つ
て
の
『
「
反
核
」
異
論
』
（
深
夜
叢
書
社
、

・

）
は
、
再
読
提
案

82

12

者
に
と
っ
て
は
、
共
感
す
る
事
柄
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の

後
三
十
年
の
あ
い
だ
に
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
を
「
再
読
」
の
か
た
ち

で
確
認
し
て
い
き
た
い
。
変
貌
し
た
の
は
「
時
代
」
な
の
か
、
「
わ
た

し
た
ち
」
な
の
か
、
吉
本
な
の
か
。
共
感
し
つ
つ
も
、
一
九
八
〇
年
代

に
は
い
っ
て
膨
大
に
刊
行
さ
れ
続
け
た
対
談
本
・
語
り
本
・
講
演
集
に

辟
易
し
て
、
か
え
っ
て
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
く
な
っ
た
吉
本
の
晩
年
三
十

年
を
辿
り
つ
つ
、
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
個
人
的
な
関
心
か
ら
の
「
再
読
」
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
原
文
研
全
体
に
と
っ
て
、
ど
こ
ま
で
共
有
で
き
る
か
に
は
、
自
信
が

な
か
っ
た
。
「
世
代
」
論
で
、
す
べ
て
が
解
釈
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
に
し

て
も
、
い
つ
の
時
代
に
吉
本
を
読
み
始
め
た
か
は
、
重
要
な
要
素
と
考
え
る
。

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
吉
本
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
学
者
・
思
想
家
、
そ
の

作
品
に
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
吉
本
の
思
想
的
背
景
を
辿
る
た
め
に
、
わ
た
し
が
考
え
る
主
著
の

名
称
と
、
初
刊
の
刊
行
年
月
だ
け
を
挙
げ
る
。
一
九
八
三
年
以
降
に
は
、
大

き
な
出
来
事
・
事
件
も
並
べ
て
み
た
。

一
九
五
二
～
一
九
八
二
（
『
「
反
核
」
異
論
』
以
前
）

詩
集
『
固
有
時
と
の
対
話
』
（

・

）
『
転
位
の
た
め
の
十
篇
』
（

・

52

8

53

）
『
吉
本
隆
明
詩
集
』（

・

）

9

58

1

評
論
集
『
芸
術
的
抵
抗
と
挫
折
』（

・

）
『
抒
情
の
論
理
』（

・

）

59

2

59

6

評
論
集
『
異
端
と
正
系
』（

・

）
『
擬
制
の
終
焉
』（

・

）

60

5

62

6

『
丸
山
真
男
論
』（

・

）

63

3
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『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』
Ⅰ
Ⅱ
（

・

～

）

65

5

10

『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』（

・

）

66

12

『
共
同
幻
想
論
』（

・

）

68

12

『
心
的
現
象
論
序
説
』（

・

）

71

9

『
最
後
の
親
鸞
』（

・

）

76

10

『
「
反
核
」
異
論
』（

・

）

82

12

※
ほ
か
に
文
学
関
係
で
は
、
高
村
光
太
郎
・
源
実
朝
・
島
尾
敏
雄

※
『
吉
本
隆
明
著
作
集
』
全

巻
（
勁
草
書
房
、

・

～

・

）
続
・

15

68

10

75

12

全

巻
の
う
ち

冊
の
み
（

・

～

）

15

3

78

4

12

※
角
川
文
庫
版
『
共
同
幻
想
論
』
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』
『
心
的

現
象
論
序
説
』（

・

～

）

82

1

3

一
九
八
三
～
二
〇
一
二
（
『
「
反
核
」
異
論
』
以
後
）

『
〈
信
〉
の
構
造
』
全

冊
（

・

～

・

）

4

83

12

93

12

『
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
論
』
（

・

）
『
ハ
イ
・
イ
メ
ー
ジ
論
』
（

・

～

84

7

89

4

・

）

94

3

一
九
八
六
・
四
・
二
六

ソ
連
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

大
事
故

詩
集
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』（

・

）
『
言
葉
か
ら
の
触
手
』（

・

）

86

12

89

6

一
九
八
九
・
一
・
七

昭
和
天
皇
死
去

『
宮
沢
賢
治
』（

・

）

89

7

『
柳
田
国
男
論
集
成
』（

・

）

90

11

一
九
九
一

湾
岸
戦
争

ソ
連
邦
解
体

『
甦
え
る
ヴ
ェ
イ
ユ
』（

・

）

92

2

一
九
九
五
・
一
・
一
七

阪
神
淡
路
大
震
災

一
九
九
五
・
三
・
二
〇

オ
ウ
ム
真
理
教
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

『
母
型
論
』（

・

）

95

11

一
九
九
六
・
八
・
三

西
伊
豆
土
肥
海
岸
水
難
事
故
（
溺
死
未
遂
）

一
九
九
七
・
一
二

「
試
行
」
第

号
に
て
終
刊

74

『
ア
フ
リ
カ
的
段
階
に
つ
い
て

―
史
観
の
拡
張
』（

・

）

98

1

二
〇
〇
一
・
九
・
一
一

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ほ
か
同
時
多
発
〈
テ
ロ
〉
事
件

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

二
〇
〇
三

米
英
軍
イ
ラ
ク
戦
争

『
吉
本
隆
明
全
詩
集
』（

・

）

03

7

『
心
的
現
象
論
本
論
』（

・

）

08

7

二
〇
一
一
・
三
・
一
一

東
日
本
大
震
災

フ
ク
シ
マ
原
発
大
事
故

『
「
反
原
発
」
異
論
』（

・

）

※
副
島
隆
彦
・
宮
下
和
夫

15

1

『
ア
ジ
ア
的
と
い
う
こ
と
』（

・

）

※
山
本
哲
士
・
宮
下
和
夫

16

3

『
全
南
島
論
』（

・

）

※
安
藤
礼
二

16

3

※
ほ
か
に
文
学
関
係
で
は
、
良
寛
・
夏
目
漱
石
・
島
尾
敏
雄

※
『
吉
本
隆
明
全
集
撰
』
全

巻
の
う
ち

冊
（
大
和
書
房
、

・

～

・

8

6

86

9

88

）
『
全
対
談
集
』
全

巻
（
青
土
社
、

・

～

・

）
『
詩
全
集
』

4

12

87

12

89

5

全

巻
（
思
潮
社
、

・

～

・

）

7

06

11

08

6

※
『
〈
未
収
録
〉
講
演
集
』
全

巻
（
筑
摩
書
房
、

・

～

・

）
『
全

12

14

12

15

11

集
』
全

巻
（
晶
文
社
、

・

～
）

39

14

3

※
松
岡
祥
男
編
「
吉
本
隆
明
資
料
集
」
第

集
～
第

集
（
猫
々
堂
、

・

1

187

00

～

・

）
続
刊
中

3

19

7

一
九
八
二
年
を
境
界
線
に
、
表
現
者
と
し
て
の
吉
本
を
前
期
・
後
期
に
分

け
る
こ
と
に
は
、
異
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し
に
も
根
拠
が
あ
っ
た
わ
け
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で
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
に
主
要
三
著
の
角
川
文
庫
版
刊
行
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
新
左
翼
系
の
学
生
・
知
識
人
に
限
定
さ
れ
て
き
た
読
者
層
だ
っ
た
吉

本
が
、
一
般
読
者
（
「
大
衆
」
と
言
っ
て
も
い
い
か
）
に
も
広
く
受
容
さ
れ
て

い
く
分
岐
点
と
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
ま
た
、
吉
本
も
、
以
後
、
大
衆
文
化

論
の
批
評
（
そ
の
延
長
線
上
で
の
「
消
費
文
化
」
の
肯
定
）
に
大
き
く
変
化
し

て
い
く
。

わ
た
し
個
人
と
し
て
も
、
二
十
八
～
九
歳
の
一
九
八
二
年
は
大
き
な
分
岐

点
だ
っ
た
。
四
月
の
母
の
病
死
、
姉
の
病
状
悪
化
、
翌
年
一
月
の
父
の
死
と

続
い
た
年
。
あ
い
だ
の
九
月
に
は
、
三
女
の
誕
生
も
あ
り
、
兄
と
の
義
絶
も

あ
っ
た
。
二
度
と
経
験
し
た
く
な
い
年
で
、
未
だ
冷
静
に
、
こ
の
前
後
を
振

り
返
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
吉
本
の
本
を
購
入
し
て
も
読
ま
な
く
な
っ
た
、

と
い
う
よ
り
、
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
。
読
む
暇
も
な
く
な
っ
た
時
季
だ
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
吉
本
が
『
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
論
』
「
世
界
論
」
で
取
り

上
げ
た
、
中
上
健
次
『
千
年
の
愉
楽
』
（
河
出
書
房
新
社
、

・

）
を
、
病

82

8

床
の
父
の
傍
ら
で
、
ひ
と
り
看
取
り
な
が
ら
、
読
ん
で
い
た
。
「
こ
の
小
説

を
読
み
な
が
ら
、
俺
は
父
の
死
を
迎
え
る
の
か
」
と
、
思
っ
た
こ
と
だ
け
は
、

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

あ
と
、
結
果
的
に
は
、
吉
本
を
読
む
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
一

九
七
二
年
夏
に
著
作
集
版
『
定
本
詩
集
』
か
ら
本
格
的
に
読
み
だ
し
た
吉
本

は
、
文
学
に
限
ら
ず
、
諸
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
影
響
を
受

け
て
き
た
が
、
こ
の
頃
に
は
既
に
吉
本
に
頼
ら
ず
と
も
、
判
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
い
や
、
吉
本
に
頼
っ
て
も
、
判
断
で
き
な
い
事
柄
が
多

か
っ
た
。
一
九
八
五
年
九
月
八
日
に
小
倉
の
金
栄
堂
主
催
講
演
会
で
、
た
っ

た
一
度
だ
け
、
吉
本
の
話
を
聞
い
た
の
も
、
「
訣
別
」
を
決
定
的
に
し
た
よ

う
だ
（
こ
の
時
の
講
演
は
、
「
〈
高
度
〉
資
本
主
義
と
は
何
か
」
で
、
『
超
西
欧
的

ま
で
』
＝
弓
立
社
、

・

＝
に
所
収
）
。

87

11

な
お
、
影
書
房
の
故
・
松
本
昌
次
は
、
次
の
よ
う
に
追
悼
文
で
語
っ
て
い

る
。

謂
わ
ゆ
る

花
田
・
吉
本
論
争

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
一
挙
に
激
烈

〝

″

化
し
た
の
で
あ
る
。
両
者
に
は
さ
ま
れ
た
形
で
、
わ
た
し
は
困
惑
し
、

編
集
者
と
し
て
の
姿
勢
を
み
ず
か
ら
に
問
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
「
花
田
清
輝
・
吉
本
隆
明
論
争
」
と
傍
題

の
あ
る
、
い
ま
は
亡
き
好
村
富
士
彦
氏
の
西
部
劇
ま
が
い
の
タ
イ
ト
ル

の
名
著
『
真
昼
の
決
闘
』（
八
六
年
五
月
、
晶
文
社
）
で
明
ら
か
で
あ
る
。

世
上
で
は
吉
本
さ
ん
が
勝
利
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
が
、
わ

た
し
は
そ
う
は
思
わ
な
か
っ
た
。（
中
略
）

し
か
し
以
後
の
、
「
知
の
巨
人
」
「
思
想
界
の
巨
人
」
と
周
囲
か
ら
も

て
は
や
さ
れ
た
半
世
紀
余
の
吉
本
さ
ん
の
道
程
を
、
わ
た
し
は
無
念
に

思
い
か
え
す
。
そ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
日
本
資
本
主
義
の
高
度
成
長
を

総
体
的
に
は
補
完
・
擁
護
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

大
衆
・
庶
民
と
い
う
言
葉
に
幻
惑
さ
れ
て
、
多
く
の
知
識
人
が
吉
本
さ

ん
を
も
て
は
や
し
た
。
残
念
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
、
亡
く

な
る
直
前
の
原
発
推
進
の
吉
本
さ
ん
の
無
残
な
発
言
と
も
連
結
し
た
の

で
あ
る
。（
「
長
い
お
訣
れ

―
「
吉
本
・
花
田
論
争
」
に
対
す
る
わ
た
し
の

選
択
」
、
「
図
書
新
聞
」

・

・

）

12

4

14

松
本
昌
次
は
、
わ
た
し
よ
り
か
な
り
上
の
世
代
だ
が
、
こ
の
見
解
に
今
は

同
意
で
き
る
。
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二
、
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

―
三
割
、
思
い
違
い
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

一
九
八
二
年
ま
で
の
吉
本
の
思
想
的
根
拠
は
、
自
分
な
り
に
お
お
ま
か
摑

ん
で
い
た
と
思
う
が
、
今
回
の
再
読
課
題
と
し
て
、
そ
の
後
の
吉
本
に
、
思

想
的
に
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
を
、
わ
た
し
は
辿
っ
て
み
た
か
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
と
「
ア
フ
リ
カ
的
段
階
」
が
問
題
系
と
し
て

浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
日
本
の
文
学
者
・
思
想
家
で
あ
る
宮
沢
賢
治
・
柳

田
国
男
・
良
寛
・
夏
目
漱
石
は
、
新
た
な
対
象
と
し
な
い
。

そ
れ
を
、
三
題
噺
の
よ
う
に
、
「
三
割
、
思
い
違
い
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ

イ
ユ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
に
積
極
的
な
根
拠
は
な

い
。
わ
た
し
の
思
い
つ
き
だ
か
ら
、
甚
だ
し
い
吉
本
へ
の
思
い
違
い
か
も
知

れ
な
い
。

一
つ
目
の
「
三
割
」
は
、
一
九
七
〇
年
の
「
南
島
論
」
か
ら
で
あ
る
。

神
話
に
は
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。〔
中
略
〕
そ
の
ど

の
方
法
を
と
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
こ
の
説
が
い
い
と
い
う
こ
と
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
断
定
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ロ
野
球
で
三
割
の

打
率
が
あ
れ
ば
相
当
な
打
者
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

神
話
乃
至
古
代
史
の
研
究
に
お
い
て
、
打
率
三
割
な
ら
ば
ま
っ
た
く
優

秀
な
研
究
者
で
あ
る
と
わ
た
し
は
お
も
っ
て
い
ま
す
。
じ
ぶ
ん
で
そ
れ

以
上
の
打
率
が
あ
る
と
お
も
っ
て
い
る
や
つ
は
バ
カ
だ
と
か
ん
が
え
た

ほ
う
が
い
い
と
お
も
い
ま
す
（
笑
）
。（
「
南
島
論
」

・

・

―

講
演

70

9

3

10

→
「
展
望
」

・

→
『
敗
北
の
構
造
』
弓
立
社
、

・

、

―

頁
）

70

12

72

12

83

84

こ
の
講
演
は
、
没
後
の
『
全
南
島
論
』
に
も
、
も
ち
ろ
ん
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
「
神
話
・
古
代
史
研
究
者
」
と
断
わ
っ
て
い
る
が
、
わ
た
し
は

普
遍
的
な
研
究
者
・
思
想
家
に
も
通
じ
る
事
柄
と
し
て
、
受
容
し
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
吉
本
自
身
も
「
三
割
」
打
者
と
考
え
た
。
こ
の
吉
本
自
身
の

指
摘
で
、
信
仰
、
十
割
打
者
と
信
じ
る
吉
本
「
信
者
」
、
吉
本
主
義
者
と
は

な
ら
ず
に
済
ん
だ
。
『
「
反
原
発
」
異
論
』
の
副
島
隆
彦
解
説
で
、
「
吉
本
主

義
者
」
の
脱
落
を
云
々
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
無
縁
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
信
」
の
構
造
は
、
吉
本
自
身
が
解
明
し
て
き
た
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
麻

原
評
価
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
理
主
義
と
な
り
、
現
実
か
ら
柔
軟
に
思
考

し
て
い
く
方
法
が
失
わ
れ
た
。
諺
に
い
う
、
「
イ
ワ
シ
の
頭
も
信
心
か
ら
」
。

腐
っ
た
イ
ワ
シ
の
頭
で
も
、
充
分
に
信
仰
の
対
象
に
な
れ
る
。
ま
た
、「
信
」

の
構
造
は
、
科
学
信
仰
の
構
造
と
共
通
す
る
。

吉
本
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
―
マ
ル
ク
ス
的
な
「
発
展
史
観
」
へ
の
疑
問
を
抱
き

つ
つ
も
、
そ
の
大
枠
か
ら
は
脱
出
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
直
線
的

な
発
展
よ
り
、
螺
旋
的
な
歩
み
に
注
目
し
た
い
が
、
吉
本
は
経
済
的
発
展
も
、

総
体
と
し
て
大
衆
に
利
益
を
も
た
ら
す
と
し
て
認
め
る
立
場
に
立
ち
（
こ
こ

は
、
わ
た
し
と
は
根
本
的
に
異
な
る
立
場
だ
。
経
済
的
発
展
＝
上
昇
志
向
を
軽
視
、

と
い
う
よ
り
無
視
、
否
定
す
る
生
き
方
を
探
っ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
詳
述
し

な
い
）
、
「
消
費
」
の
重
視
へ
傾
い
て
い
く
。

マ
ル
ク
ス
が
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
を
、
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行

す
る
諸
形
態
』
で
導
入
す
る
こ
と
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
発
展
史
観
へ
の
疑
問
を

抱
い
た
の
に
似
て
、
「
ア
フ
リ
カ
的
段
階
」
を
「
史
観
の
拡
張
」
と
し
て
想

定
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
果
し
て
う
ま
く
い
っ
た
の
か
。
違
う
だ
ろ
う
。「
ア

フ
リ
カ
」
と
「
プ
レ
・
ア
ジ
ア
」
の
区
別
が
つ
か
な
い
し
、
そ
も
そ
も
、
東
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洋
―
西
洋
と
同
じ
く
、
ア
ジ
ア
概
念
の
多
様
さ
、
い
か
が
わ
し
さ
を
批
判
で

き
な
い
。
自
分
勝
手
に
都
合
の
よ
い
解
釈
を
許
す
構
造
に
な
る
。
「
神
」
概

念
と
同
じ
く
、
空
間
・
時
間
を
超
え
る
融
通
無
碍
な
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
滝
沢
克
己
は
次
の
よ
う
な
挿
話
を
、
一
九
七
一
年
に
語
っ
て

い
た
。

私
は
去
る
一
月
の
〔
九
州
大
学
文
学
部
〕
教
授
会
に
、
私
の
講
座
の

四
十
六
年
度
臨
時
講
師
と
し
て
、
吉
本
隆
明
氏
の
招
聘
を
提
案
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
縷
々
理
由
を
挙
げ
て
そ
の
必
要
を
説
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
授
会
は
つ
い
に
承
認
し
な
か
っ
た
。
〔
中
略
〕
積
極
的
に
私
の

提
案
を
支
持
す
る
者
は
約
四
十
人
中
一
人
も
な
か
っ
た
。
（
「
私
の
〈
大

学
闘
争
〉

―
そ
の
暫
定
的
総
括
」
、「
情
況
」

・

→
『
私
の
大
学
闘
争
』

71

7

三
一
書
房
、

・

、

頁
）

72

4

78

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
、
生
前
の
滝
沢
（
一
九
八
四
年
六
月
没
）
も
知
り
、

著
作
を
集
中
的
に
読
む
機
会
を
得
た
が
、
吉
本
に
対
し
た
よ
う
に
は
な
れ
ず

に
来
た
。
そ
の
後
に
勤
め
た
創
言
社
で
滝
沢
の
著
書
を
編
集
・
刊
行
す
る
こ

と
も
多
く
、
ま
た
数
多
の
滝
沢
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
の
言
説
を
聞
く
機
会
も
あ
っ

た
が
、
本
人
の
言
葉
の
力
と
、
同
様
の
こ
と
を
語
っ
て
も
、
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン

の
言
葉
の
力
の
な
さ
（
特
に
肉
声
に
お
い
て
）
を
実
感
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、

創
言
社
の
編
集
者
時
代
は
考
え
続
け
て
い
た
。
イ
エ
ス
や
キ
リ
ス
ト
教
聖
書

を
と
お
し
て
、
滝
沢
の
語
る
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
の
原
事
実
」
が
、
最
後
的
に

納
得
で
き
な
い
ま
ま
。
「
神
」
概
念
が
了
解
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

た
だ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
幻
想
を
払
い
の
け
る
に
は
、
前
記
の
よ
う
な

滝
沢
に
助
け
ら
れ
た
思
い
が
あ
る
。

吉
本
も
同
様
で
、
「
反
核
」
の
「
反
」
に
対
す
る
違
和
感
に
共
感
し
た
の

だ
っ
た
。
一
九
七
二
年
以
後
、
新
左
翼
運
動
や
市
民
運
動
の
、
「
反
」A

nti

の
運
動
で
は
、
永
遠
に
創
造
的
な
革
命
運
動
・
文
化
運
動
に
は
辿
り
つ
け
な

い
と
は
考
え
つ
つ
も
、
現
実
に
は
身
心
と
も
に
何
も
で
き
な
い
な
か
で
、
森

崎
和
江
や
上
野
英
信
・
谷
川
雁
（
「
サ
ー
ク
ル
村
」
関
係
）
を
読
み
、
筑
豊
や

炭
坑
労
働
を
考
え
、
そ
の
延
長
に
吉
本
隆
明
・
村
上
一
郎
（
「
試
行
」
同
人
の

関
係
）
、
別
ル
ー
ト
か
ら
読
ん
で
き
た
吉
行
淳
之
介
・
島
尾
敏
雄
・
奥
野
健

男
・
埴
谷
雄
高
な
ど
が
、
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
覚
え
る
（
「
反
」
に
つ
い
て

は
、
『
「
反
核
」
異
論
』

頁
で
、
黒
古
一
夫
を
揶
揄
す
る
よ
う
に
、
「
何
で
も
接
着

45

で
き
る
万
能
薬
と
錯
覚
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
箇
所
に
同
感
し
た

と
思
う
）
。

逆
に
、
吉
本
が
否
定
的
に
批
判
し
た
丸
山
真
男
や
花
田
清
輝
を
読
む
機
会

を
逸
し
た
よ
う
だ
。
「
試
行
」
は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
終
刊
号
ま
で

定
期
購
読
し
、
吉
本
「
情
況
へ
の
発
言
」
だ
け
は
、
毎
号
目
を
通
し
て
き
た
。

号
ま
で
の
復
刻
版
も
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
遡
っ
て
全
冊
を
入
手
し
て
い
っ

15た
が
、
初
期
の
同
人
誌
時
代
に
は
森
崎
和
江
も
、
評
論
・
小
説
な
ど
を
よ
く

書
い
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

次
は
「
思
い
違
い
」
で
あ
る
。

わ
た
し
が
思
い
違
い
を
す
る
。
そ
し
て
あ
な
た
も
思
い
違
い
を
す
る
。

〔
中
略
〕
す
く
な
く
と
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
科
学
を
主
題
に
す
る
か
ぎ
り
、

実
験
や
理
論
に
思
い
違
い
の
余
地
は
な
い
。
あ
る
と
し
て
も
単
純
誤
認

だ
け
で
、
意
識
と
無
意
識
の
錯
合
体
と
し
て
の
思
い
違
い
で
は
な
い
。

５
「
思
い
違
い

二
極
化

逃
避
」（
「
文
芸
」

・

夏
季
号
→
『
言
葉

86

5
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か
ら
の
触
手
』
河
出
書
房
新
社
、

・

、
河
出
文
庫
版

・

、

頁
）

89

6

95

8

36

こ
の
詩
（
散
文
詩
）
の
言
葉
は
、
今
回
、
出
会
っ
た
。
一
九
八
六
年
五
月

の
雑
誌
発
表
だ
か
ら
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
直
前
の
表
現
に
違
い
な
い
。

事
故
後
で
実
態
を
知
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
自
然
科
学
、
特
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
＝
物
理
的
な
科
学
を
、「
思
い
違
い
」

の
例
外
と
す
る
根
拠
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
は
、
や
は
り
科
学
信
仰

と
い
え
る
世
界
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
「
信
仰
告
白
」
と
し
て
読
ん
だ
。
こ

の
問
題
は
、
加
島
正
浩
・
村
上
克
尚
両
氏
に
よ
っ
て
、
充
分
に
指
摘
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
わ
た
し
は
立
ち
入
ら
な
い
。
た
だ
、
「
核
エ
ネ
ル
ギ
イ
の

問
題
は
、
石
油
、
石
炭
か
ら
は
次
元
の
す
す
ん
だ
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
科

学
が
解
放
し
た
こ
と
を
問
題
の
本
質
と
す
る
」（
『
「
反
核
」
異
論
』

頁
）
や
、

47

「
お
れ
は
す
こ
し
も
原
発
促
進
派
で
は
な
い
。
だ
が
原
発
を
廃
棄
せ
よ
と
主

張
す
る
よ
う
な
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
ソ
連
原
発
事
故
の
よ
う
な
も
の
は

確
率
論
的
に
は
あ
と
半
世
紀
は
起
こ
ら
な
い
。
半
世
紀
も
人
命
に
か
か
わ
る

事
故
が
起
こ
ら
な
い
装
置
な
ど
ほ
か
に
な
い
」（
「
情
況
へ
の
発
言
」

・

、

89

2

『
完
本

情
況
へ
の
発
言
』
洋
泉
社
、

・

、

頁
）
と
い
っ
た
言
葉
と
の
整

11

11

538

合
性
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
は
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
」
。

わ
た
し
の
知
る
か
ぎ
り
、
吉
本
と
Ｓ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
と
の
関
係
を
主
軸
に
取

り
上
げ
た
も
の
を
見
な
い
が
、
晩
年
の
吉
本
は
、
よ
く
読
ん
で
い
た
よ
う
だ

（
『
「
反
核
」
異
論
』

頁
で
も
、
大
江
健
三
郎
に
見
る
「
思
想
の
病
理
」
の
窮
極

41

の
例
と
し
て
指
摘
す
る
）
。

初
期
ヴ
ェ
イ
ユ
が
レ
ー
ニ
ン
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
よ
り
は
、
は
る
か
に
甦

え
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

Ⅱ
「
革
命
と
戦
争
に
つ
い
て
」

（
『
甦
え
る
ヴ
ェ
イ
ユ
』
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、

・

、

頁
）

92

2

62

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
あ
と
で
、
レ
ー
ニ
ン
・
ト
ロ
ツ

キ
ー
的
革
命
観
を
超
え
る
思
想
を
、
過
去
に
さ
ぐ
っ
た
と
き
、
ヴ
ェ
イ
ユ
が

吉
本
の
な
か
で
甦
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
七
割
の
方
に
入
る
の
か
、

三
割
な
の
か
。
わ
た
し
に
は
前
者
に
思
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ト
リ
ッ

ク
過
激
派
と
し
て
の
ヴ
ェ
イ
ユ
は
、
宮
沢
賢
治
と
同
じ
く
わ
た
し
に
は
苦
手

な
思
想
家
の
ひ
と
り
だ
。

た
だ
、
「
自
ら
の
信
念
の
強
固
さ
と
い
う
の
は
、
本
格
的
だ
っ
た
ら
こ
れ

は
立
派
な
思
想
で
あ
る
と
思
え
る
。
そ
う
い
う
の
を
ぼ
く
は
ヴ
ェ
イ
ユ
か
ら

学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
」
（
「
ヴ
ェ
イ
ユ
の
貫
い
た
こ
と
」

・

―

イ
ン

08

5

6

タ
ビ
ュ
ー
→
『
第
二
の
敗
戦
期
』
春
秋
社
、

・

、

頁
）
と
語
っ
た
言
葉

12

10

49

に
は
、
期
せ
ず
し
て
同
感
し
た
。
思
想
家
と
い
う
の
は
、「
信
念
の
強
固
さ
」
、

言
葉
を
か
え
れ
ば
、
「
思
い
違
い
」
で
あ
っ
て
も
安
易
に
訂
正
せ
ず
、
主
張

を
変
え
な
い
思
い
込
み
の
強
さ
に
あ
る
と
、
今
は
考
え
て
い
る
。
身
近
な
「
思

想
家
」
的
人
物
も
そ
う
だ
し
、
滝
沢
も
吉
本
も
（
こ
こ
で
は
詳
述
で
き
な
い

が
大
西
巨
人
も
）
、
そ
の
よ
う
に
言
え
る
。
核
に
対
し
て
も
、
原
発
に
対
し
て

も
、（
そ
の
ほ
か
の
事
柄
も
）
思
い
込
み
を
貫
く
こ
と
で
、
吉
本
は
立
派
な
思

想
家
と
い
え
よ
う
。
あ
と
は
、
そ
の
思
想
的
主
張
や
内
容
が
三
割
に
入
る
か

否
か
で
あ
る
。
そ
の
判
断
は
、
「
読
者
」
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

深
夜
叢
書
社
の
代
表
で
俳
人
の
斎
藤
慎
爾
は
、
『
「
反
核
」
異
論
』
の
命
名

者
が
自
ら
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
吉
本
没
後
も
、
忠
実
な
吉

本
支
持
＝
師
事
者
で
あ
る
。

『
「
反
原
発
」
異
論
』
の
命
名
者
は
誰
か
。
吉
本
隆
明
氏
が
元
気
で
あ

っ
た
な
ら
、
こ
の
書
名
を
す
ん
な
り
と
承
諾
し
た
か
ど
う
か
。
深
夜
叢

書
版
も
、
氏
は
最
終
的
に
「
反
核
」
を
削
り
、
単
に
『
異
論
』
と
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を
私
が
「
や
は
り
『
反
核
』
を
入
れ
ま
し
ょ

う
」
と
か
な
り
強
硬
に
主
張
し
た
た
め
、
吉
本
さ
ん
が
妥
協
し
て
く
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
「
流
謫
と
自
存

―
深
夜
叢
書
社

年
代
記
」

回
、
「
出
版
ニ
ュ
ー
ス
」

・

上
旬
号
）

38

15

2

ま
た
滝
沢
の
縁
で
読
ん
だ
田
川
建
三
は
、
『
思
想
の
危
険
に
つ
い
て

―

吉
本
隆
明
の
た
ど
っ
た
軌
跡
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、

・

）
の
な
か
で
、

87

8

「
こ
こ
で
彼
の
『
「
反
核
」
異
論
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
て
い
ね
い
に
論

じ
る
こ
と
は
し
な
い
。
論
じ
る
ど
こ
ろ
か
、
今
更
こ
ん
な
書
物
は
読
む
価
値

も
あ
る
ま
い
」
（
第

章
「
「
戦
後
知
識
人
批
判
」
か
ら
「
反
核
異
論
」
ま
で
」

6

291

頁
）
と
断
言
す
る
。
同
じ
新
約
学
者
で
も
八
木
誠
一
よ
り
は
、
田
川
に
関
心

を
持
ち
、
田
川
の
滝
沢
「
原
点
論
」
批
判
や
、
滝
沢
の
田
川
「
イ
エ
ス
」
伝

批
判
な
ど
、
興
味
深
く
辿
っ
た
記
憶
が
あ
る
が
、
最
終
的
に
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
を
捨
て
な
い
田
川
に
は
敬
服
す
る
と
同
時
に
、
違
う
世
界
の
人
と
考
え
た
。

清
楚
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
入
る
と
落
着
く
と
い
う
田
川
と
、
菩
提
寺

や
樹
木
・
森
に
囲
ま
れ
た
神
社
仏
閣
や
墓
地
で
安
ら
ぐ
、
わ
た
し
の
精
神
構

造
と
は
、
相
容
れ
な
か
っ
た
。
吉
本
思
想
批
判
と
し
て
は
、
吉
本
譲
り
の
喧

嘩
腰
の
こ
の
言
説
に
反
し
て
、
け
っ
こ
う
丁
寧
に
さ
れ
て
い
る
。

対
照
的
な
、
ふ
た
り
の
吉
本
隆
明
『
「
反
核
」
異
論
』
に
触
れ
た
文
章
を

紹
介
し
て
終
え
た
い
。


